
筑紫野 　中学・高校の教員養成課程で数学を専
攻しています。
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Vol.11 傍聴者の声

◇大学では何を学んでいますか？

　これからも筑紫野市のために議会活動
を通してがんばってください！

◇議会に期待することは？

　一般質問を傍聴しましたが、テレビで
見る国会中継のような雰囲気を実際に経
験できてよかったです。議員の方が市民
にもわかりやすく質問していたのが印象
的でした。

◇議会を傍聴した感想は？

議会の雰囲気を肌で感じました！
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　広報委員会は、市民の方にとっ
て、知りたい、読みやすい「議会だ

より」であるようにと考えてきました。
会議内容を伝えるだけでなく、小・中学生の議会見学
会や、親子で参加の議会報告会などは、次の世代に期
待の出来る楽しい企画として、お知らせすることが出
来ました。
　また、議会の活動をfacebookから紹介したりしま
したが、今後も、議会の新しい取組みを伝えることが
出来たらいいなと思っています。（辻本委員）

編集後記

新議場での議会始まる！
目次
●【特集】議会フロア紹介
●委員会報告



議場及び６階議会フ ロアを紹介します！

　議会の定例会の会議録、議会だより、
雑誌等を置いています。どなたでもご自
由にご利用いただけます。

　席に限りがございますが、傍聴席を設
けています。

　議員の調査・研究のために書籍・資料等
を備えています。
　また、パソコンも２台設置しています。

　議
員
全
員
で
協
議
を
す
る

と
き
や
予
算
・
決
算
審
査
時

に
使
用
し
ま
す
。

　議
事
課
は
、
議
会
の
事
務
に

従
事
し
、
議
長
及
び
議
員
の
職

務
を
補
助
す
る
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。

　議
場
で
は
、
本
会
議
（
議
案

提
案
、
一
般
質
問
、
採
決
等
）

が
行
わ
れ
ま
す
。

議会図書室
議員控室

第３
委員
会室

傍
聴
席

第２
委員会室

正副
議長室

ラ
ウ
ン
ジ

第１委員会室

議　場

議事課会議室
602

会議室
601

　議員の登退庁をモニターに
表示しています。
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区　分

現　行

改　正

保証人

必要

あり

なし

貸付利率

３％

０％

１％

償還方法

年賦償還又は半年賦償還

年賦償還、半年賦償還又は月賦償還

150円（小学生100円、障がい者100円）
小学生未満は保護者1名につき3名まで無料

マイクロバス（29人乗り）1台

2,483人（大人2,000人、こども21人、
小学生未満105人、障がい者357人）

■コミュニティバスつくし号

主な変更点

コミュニティバス
つくし号

御笠自治会バス

運行ルート
（便数）

運　　賃

運行車両

利用者数
(運行開始から
2月末まで)

200円（ちくしのバス区間は100円、カミーリヤで乗降
する方は無料）
遠距離通学の児童・生徒は無料

ワゴン車（10人乗り）2台

1,413人

・柚須原⇔カミーリヤ（8便4往復）
・柚須原⇔御笠コミセン（3便1.5往復）　
・ゴルフ場団地⇔カミーリヤ（8便4往復）

■御笠自治会バス

運行ルート
（便数）

運　　賃

運行車両

利用者数
(運行開始から
2月末まで)
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億
５
１
０
０
万
円
の

　
　
　
　
　
　
　
暫
定
予
算
可
決

総務市民常任委員会文教福祉常任委員会
　
平
成
31
年
度
一
般
会
計

予
算
は
、
統
一
地
方
選
挙

を
控
え
て
い
る
た
め
、
暫

定
予
算
と
し
て
お
り
、
基

本
的
に
４
月
か
ら
７
月
ま

で
の
４
カ
月
間
に
必
要
な

予
算
を
計
上
し
て
い
ま

す
。
市
民
生
活
の
安
全
安

心
に
関
わ
る
も
の
、
早
期

の
対
応
が
必
要
な
も
の
な

ど
は
年
間
所
要
額
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

　
本
件
の
主
な
内
容
は
、

筑
紫
野
市
総
合
計
画
策
定

事
業
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

商
品
券
事
業
、
災
害
関
連

地
域
防
災
が
け
崩
れ
対
策

事
業
な
ど
で
あ
り
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ

ぞ
れ
１
６
５
億
５
１
０
０

万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
今
回
の
暫
定
予
算
は
、

前
年
度
当
初
予
算
と
比
較

す
る
と
48
・
66
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

災
害
見
舞
金
支
給
事
業
、

市
庁
舎
建
設
周

辺
整
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事
業
の

内
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は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

取
付
道
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の
改
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工
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。
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い
こ
と
や
、
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ー
ト
上

の
病
院
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診
療
し
て
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な

い
こ
と
等
の
影
響
に
よ
り

休
日
の
利
用
が
若
干
少
な

い
よ
う
に
感
じ
る
。
今

後
、
利
用
促
進
の
た
め
の

広
報
に
努
め
た
い
。

　
御
笠
自
治
会
バ
ス
に
つ

い
て
は
、
概
ね
想
定
ど
お

り
に
御
利
用
い
た
だ
い
て

い
る
が
、
御
笠
ま
ち
づ
く
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協
議
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と
連
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し
な
が
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、
更
な
る
利
用
促
進
に

努
め
た
い
。
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災
害
弔
慰
金
の
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給
等

に
関
す
る
法
律
及
び
同
法

施
行
令
の
改
正
に
伴
い
、

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

　
主
な
改
正
点
と
し
て

は
、
災
害
援
護
資
金
の
保

証
人
と
貸
付
利
率
に
つ
い

て
、
現
行
は
保
証
人
が
必

要
で
３
％
で
あ
る
も
の

を
、
改
正
後
は
保
証
人
が

い
る
場
合
は
０
％
、
い
な

い
場
合
は
１
％
と
な
る
こ

と
や
、
災
害
援
護
資
金
の

償
還
方
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に
つ
い
て
、
現

行
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払
い
か
半
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払
い

と
な
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が
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正
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は
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払
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追
加
さ
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こ
と
で
す
。
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証
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な
お
、
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れ
た
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こ
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応

小
中
学
校
で
の
対
応

児
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虐
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発
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た
め
に

　　
学
校
現
場
に
お
け
る
児

童
虐
待
へ
の
対
応
策
に
つ

い
て
は
、
早
期
発
見
と
関

係
機
関
と
の
連
携
が
最
も

重
要
で
す
。

　
各
学
校
で
常
日
頃
か
ら

児
童
生
徒
の
様
子
に
気
を

配
り
、
毎
日
の
健
康
観
察

や
定
期
的
な
学
校
生
活
ア

ン
ケ
ー
ト
や
い
じ
め
ア
ン

ケ
ー
ト
及
び
教
育
相
談
週

間
の
実
施
な
ど
を
通
し

て
、
児
童
虐
待
の
早
期
発

見
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努
め
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ま
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児
童
虐
待
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疑
わ
れ
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兆
候
を
発
見
し
た
場
合

は
、
速
や
か
に
児
童
相
談

所
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は
じ
め
市
の
家
庭
児

童
相
談
室
や
筑
紫
野
警
察

署
等
、
関
係
機
関
と
連
携

を
図
り
、
適
切
な
対
応
を

と
り
ま
す
。

　
ま
た
、
児
童
相
談
所
が

現
在
か
か
わ
っ
て
い
る
、

ま
た
は
過
去
に
か
か
わ
っ

た
こ
と
の
あ
る
児
童
生
徒

は
、
当
該
児
童
生
徒
の
状

況
や
支
援
の
方
針
等
に
つ

い
て
、
継
続
的
に
関
係
機

関
等
に
お
い
て
情
報
共
有

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
家
庭
に
お
け
る
子
供
の

養
育
や
子
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も
を
取
り
巻

く
家
庭
の
人
間
関
係
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に

つ
い
て
家
庭
児
童
相
談
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、

児
童
相
談
所
や
学
校
、
保

育
所
、
医
療
機
関
、
庁
内

各
課
な
ど
と
連
携
し
、
相

談
対
応
を
し
ま
す
。

　
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て

期
の
家
庭
で
は
、
周
囲
の

支
え
を
必
要
と
し
て
い
る

場
合
が
あ
る
た
め
、
妊
娠

出
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子
育
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に
関
す
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相
談
や
地
域
の
子
育
て
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援
事
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を
実
施
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な
が
ら
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係
機
関
と
連
携
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図
っ

て
虐
待
防
止
に
努
め
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
虐
待
が
深
刻
化

す
る
前
の
早
期
発
見
、
早

期
対
応
が
必
要
で
あ
り
、

関
係
機
関
と
の
間
で
情
報

共
有
し
、
適
切
な
連
携
の

も
と
見
守
り
体
制
の
強
化

を
図
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
が
連
携

す
る
こ
と
で
早
期
発
見
に

つ
な
が
る
よ
う
努
め
ま
す
。

所
管
事
務
調
査

　
　児
童
虐
待
へ
の
対
応
策
と
課
題
に
つ
い
て

　

（9便）

カ
ミ
ー
リ
ヤ

筑紫駅
西口

福大筑紫
病院

JR
二日市駅

二日市西
一丁目

二日市
温泉

済生会
病院 生涯学習センターゆめ

タウン
朝倉
街道駅

市
役
所

18
歳
未
満
の

子
ど
も
に
関
す
る
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。

暫定予算とは？
　通常、予算は年間予算
として編成しますが、必
要に応じ、本予算が成立
するまでの一定期間の予
算を暫定的に計上するも
のです。

・福岡児童相談所
　春日市原町３－１－７
　電話 092-586-0023

・筑紫野市家庭児童相談室
　市役所2階
　電話 092-921-1308
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市
総
合
計
画
策
定

事
業
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

商
品
券
事
業
、
災
害
関
連

地
域
防
災
が
け
崩
れ
対
策

事
業
な
ど
で
あ
り
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ

ぞ
れ
１
６
５
億
５
１
０
０

万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
今
回
の
暫
定
予
算
は
、

前
年
度
当
初
予
算
と
比
較

す
る
と
48
・
66
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

災
害
見
舞
金
支
給
事
業
、

市
庁
舎
建
設
周

辺
整
備
事
業
の

内
容
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

取
付
道
路
な
ど

の
改
良
工
事
を

行
う
予
定
で
あ
る
。

全員一致

可決
全員一致

可決

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

議
員

平
成
31
年
度
筑
紫
野
市
一
般
会
計
暫
定
予
算

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
・
御
笠
自
治
会
バ
ス
の
運
行
状
況
を
確
認

利
用
者
数
は
当

初
の
予
想
と
比

べ
て
実
際
は
ど
う
だ
っ
た

の
か
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
に
つ
い
て

は
、
庁
舎
が
開
庁
し
て
い

な
い
こ
と
や
、
ル
ー
ト
上

の
病
院
が
診
療
し
て
い
な

い
こ
と
等
の
影
響
に
よ
り

休
日
の
利
用
が
若
干
少
な

い
よ
う
に
感
じ
る
。
今

後
、
利
用
促
進
の
た
め
の

広
報
に
努
め
た
い
。

　
御
笠
自
治
会
バ
ス
に
つ

い
て
は
、
概
ね
想
定
ど
お

り
に
御
利
用
い
た
だ
い
て

い
る
が
、
御
笠
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
と
連
携
し
な
が

ら
、
更
な
る
利
用
促
進
に

努
め
た
い
。

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

議
員

所
管
事
務
報
告

　地
域
公
共
交
通

被
災
さ
れ
た
方
の
負
担
軽
減
に
向
け
て

　
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等

に
関
す
る
法
律
及
び
同
法

施
行
令
の
改
正
に
伴
い
、

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

　
主
な
改
正
点
と
し
て

は
、
災
害
援
護
資
金
の
保

証
人
と
貸
付
利
率
に
つ
い

て
、
現
行
は
保
証
人
が
必

要
で
３
％
で
あ
る
も
の

を
、
改
正
後
は
保
証
人
が

い
る
場
合
は
０
％
、
い
な

い
場
合
は
１
％
と
な
る
こ

と
や
、
災
害
援
護
資
金
の

償
還
方
法
に
つ
い
て
、
現

行
は
年
払
い
か
半
年
払
い

と
な
っ
て
い
る
が
、
改
正

後
は
月
払
い
が
追
加
さ
れ

る
こ
と
で
す
。

保
証
人
が
い

な
い
場
合
の

貸
付
利
率
を
１
％
と
す
る

の
は
な
ぜ
か
。

返
済
の
リ
ス

ク
を
考
え
る

上
か
ら
、
保
証
人
が
い
る

場
合
と
い
な
い
場
合
の
区

別
を
設
け
る
た
め
で
あ

る
。
な
お
、
被
災
さ
れ
た

方
の
生
活
は
困
窮
す
る
こ

と
が
大
い
に
考
え
ら
れ
る

た
め
、
貸
付
利
率
が
１
％

に
な
っ
た
方
の
返
済
が
負

担
に
な
ら
な
い
よ
う
、
相

談
支
援
、
償
還
金
の
回
収

等
に
当
た
っ
て
ま
い
り
た

い
。

概
要

執
行
部

議
員

筑
紫
野
市
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

筑
紫
野
市
家
庭
児
童

相
談
室
で
の
対
応

小
中
学
校
で
の
対
応

児
童
虐
待
、
早
期
発
見
の
た
め
に

　　
学
校
現
場
に
お
け
る
児

童
虐
待
へ
の
対
応
策
に
つ

い
て
は
、
早
期
発
見
と
関

係
機
関
と
の
連
携
が
最
も

重
要
で
す
。

　
各
学
校
で
常
日
頃
か
ら

児
童
生
徒
の
様
子
に
気
を

配
り
、
毎
日
の
健
康
観
察

や
定
期
的
な
学
校
生
活
ア

ン
ケ
ー
ト
や
い
じ
め
ア
ン

ケ
ー
ト
及
び
教
育
相
談
週

間
の
実
施
な
ど
を
通
し

て
、
児
童
虐
待
の
早
期
発

見
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
児
童
虐
待
が
疑
わ
れ
る

兆
候
を
発
見
し
た
場
合

は
、
速
や
か
に
児
童
相
談

所
を
は
じ
め
市
の
家
庭
児

童
相
談
室
や
筑
紫
野
警
察

署
等
、
関
係
機
関
と
連
携

を
図
り
、
適
切
な
対
応
を

と
り
ま
す
。

　
ま
た
、
児
童
相
談
所
が

現
在
か
か
わ
っ
て
い
る
、

ま
た
は
過
去
に
か
か
わ
っ

た
こ
と
の
あ
る
児
童
生
徒

は
、
当
該
児
童
生
徒
の
状

況
や
支
援
の
方
針
等
に
つ

い
て
、
継
続
的
に
関
係
機

関
等
に
お
い
て
情
報
共
有

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
家
庭
に
お
け
る
子
供
の

養
育
や
子
ど
も
を
取
り
巻

く
家
庭
の
人
間
関
係
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に

つ
い
て
家
庭
児
童
相
談
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、

児
童
相
談
所
や
学
校
、
保

育
所
、
医
療
機
関
、
庁
内

各
課
な
ど
と
連
携
し
、
相

談
対
応
を
し
ま
す
。

　
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て

期
の
家
庭
で
は
、
周
囲
の

支
え
を
必
要
と
し
て
い
る

場
合
が
あ
る
た
め
、
妊
娠

出
産
・
子
育
て
に
関
す
る

相
談
や
地
域
の
子
育
て
支

援
事
業
を
実
施
し
な
が
ら

関
係
機
関
と
連
携
を
図
っ

て
虐
待
防
止
に
努
め
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
虐
待
が
深
刻
化

す
る
前
の
早
期
発
見
、
早

期
対
応
が
必
要
で
あ
り
、

関
係
機
関
と
の
間
で
情
報

共
有
し
、
適
切
な
連
携
の

も
と
見
守
り
体
制
の
強
化

を
図
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
が
連
携

す
る
こ
と
で
早
期
発
見
に

つ
な
が
る
よ
う
努
め
ま
す
。

所
管
事
務
調
査

　
　児
童
虐
待
へ
の
対
応
策
と
課
題
に
つ
い
て

　

（9便）

カ
ミ
ー
リ
ヤ

筑紫駅
西口

福大筑紫
病院

JR
二日市駅

二日市西
一丁目

二日市
温泉

済生会
病院 生涯学習センターゆめ

タウン
朝倉
街道駅

市
役
所

18
歳
未
満
の

子
ど
も
に
関
す
る
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。

暫定予算とは？
　通常、予算は年間予算
として編成しますが、必
要に応じ、本予算が成立
するまでの一定期間の予
算を暫定的に計上するも
のです。

・福岡児童相談所
　春日市原町３－１－７
　電話 092-586-0023

・筑紫野市家庭児童相談室
　市役所2階
　電話 092-921-1308
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復旧完了済み

平成30年度復旧完了予定

平成31年度復旧完了予定

合計

建設部所管分

件数

251件

11件

34件

296件

割合

85％

4％

11％

100%

環境経済部所管分

件数

45件

136件

228件

409件

割合

11%

33%

56%

100%

部別災害復旧状況表

良
好
な
都
市
環
境
の
形
成
に
向
け
て

地区計画 計画図（約4.1ha）

建設環境常任委員会山神ダム上流域産業廃棄物問題対策特別委員会

庁舎建設特別委員会

　
地
区
計
画
と
は
、
良
好

な
都
市
環
境
の
形
成
を
は

か
る
為
に
必
要
な
事
を
決

め
る
、
ま
ち
づ
く
り
の
ル

ー
ル
で
す
。
西
鉄
筑
紫
駅

と
桜
台
駅
の
中
間
点
に
あ

る
市
街
化
調
整
区
域
で
ま

ち
づ
く
り
を
す
る
に
あ
た

り
、
建
築
物
の
制
限
に
つ

い
て
規
定
す
る
も
の
で

す
。

ど
の
よ
う
な
施

設
を
誘
致
す
る

か
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

A
地
区
に
お
い

て
、
自
動
車
教

習
所
の
開
発
許
可
が
下
り

て
い
る
。

全員一致

可決

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

議
員

地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
の
制
限
に

関
す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

効
率
的
な
事
業
運
営
を
目
指
し
て

　
水
道
事
業
の
対
象
人
口

を
、
10
万
５
６
０
０
人
か

ら
、
８
万
９
０
０
０
人
に

改
め
、
供
給
水
量
を
３
万

４
７
０
０
㎥
か
ら
、
２
万

６
０
０
０
㎥
に
改
め
る
も

の
で
す
。

給
水
エ
リ
ア

を
拡
大
す
る

の
に
、
給
水
人
口
は
何

故
、
減
少
す
る
の
か
。

平
成
18
年
度

当
時
の
推
計

で
は
、
平
成
29
年
度
は
、

10
万
５
５
６
６
人
と
し
て

い
た
が
、
実
際
の
人
口

は
、
８
万
７
２
１
９
人
で

あ
っ
た
。
こ
の
数
字
を
基

に
平
成
39
（
令
和
９
）
年

度
を
推
計
し
て
、
８
万
９

０
０
０
人
と
し
た
。

供
給
水
量
は
ど

の
よ
う
に
計
算

し
た
の
か
。年

間
１
世
帯
当

た
り
、
２
０
０

リ
ッ
ト
ル
か
ら
２
５
０
リ

ッ
ト
ル
の
使
用
実
績
を
基

に
、
平
均
２
２
０
リ
ッ
ト

ル
と
決
め
、
人
口
を
勘
案

し
て
供
給
水
量
と
し
た
。

供
給
水
量
が
減

少
す
る
事
で
、

水
道
料
金
の
値
上
げ
に
繋

が
ら
な
い
か
。

今
後
、
人
口
減

少
が
予
想
さ
れ

る
中
で
、
ま
ず
は
、
供
給

施
設
を
適
正
規
模
に
縮
小

す
る
な
ど
、
事
業
の
効
率

化
を
進
め
る
こ
と
に
よ

り
、
経
費
の
節
減
を
図
り

た
い
。

全員一致

可決

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

水
道
事
業
及
び
下
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例
（
一
部
改
正
）

平
成
30
年
７
月
豪
雨
の

　
　
　
　
　
災
害
復
旧
進
捗
状
況

　
平
成
30
年
７
月
に
発
生

し
た
災
害
の
復
旧
状
況
の

進
捗
を
、
建
設
部
と
環
境

経
済
部
か
ら
報
告
を
受
け

ま
し
た
。

　
建
設
部
所
管
分
と
し
て

は
、
主
に
土
木
課
で
道
路

及
び
河
川
災
害
の
復
旧
を

行
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た

環
境
経
済
部
所
管
分
と
し

て
は
、
主
に
農
政
課
で
農

地
災
害
、
農
業
施
設
災
害

の
対
応
を
行
っ
て
い
る
と

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
は
、
昨
年
９

月
に
災
害
の
現
場
を
実
際

に
視
察
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
後
も
復
旧
が
完
了

す
る
ま
で
進
捗
を
注
視
し

て
い
き
ま
す
。

概
要

所
管
事
務
調
査
　

設
置
目
的
達
成
に
よ
り
廃
止
へ

平
成30

年
７
月
に
発
生
し

　
平
成
29
年
６
月
の
本
特

別
委
員
会
設
置
以
降
、

「
市
庁
舎
の
工
事
着
工
か

ら
完
成
ま
で
の
進
捗
状
況

を
議
会
機
能
の
充
実
も
含

め
て
監
視
す
る
と
と
も

に
、
必
要
に
応
じ
て
提
言

を
行
う
」
と
い
う
設
置
目

的
に
沿
っ
て
審
査
を
重
ね

て
き
ま
し
た
が
、
本
年
１

月
４
日
の
開
庁
に
よ
り
設

置
目
的
を
達
成
し
た
た

め
、
本
委
員
会
を
廃
止
す

る
こ
と
を
全
員
一
致
で
確

認
い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
後
の
庁
舎
管

理
や
周
辺
整
備
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
管
す

る
常
任
委
員
会
な
ど
で
必

要
に
応
じ
審
査
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

廃
棄
物
行
政
の
最
重
要
課
題
!!

概
要

山神ダム上流域産業廃棄物問題対策特別委員会調査要請事項に対する
福岡県からの回答文書

　筑紫野市の山神ダム上流域における産業廃棄物処分場の問題につきましては、本県
における廃棄物行政の最重要課題として認識しております。これまで、許可取消後
も、引き続き改善命令の履行や受託廃棄物の搬出処理を強く求めるとともに、処分場
の維持管理について、適宜、指導を行ってまいりました。
　受託廃棄物については、昨年３月から約１５０トンが減少し、１２月時点で、廃塗
料約２５０トン、廃プラ、木くず、紙くず等の混合廃棄物約２８００トン、汚泥約５
００トン及び廃石膏約２００トンの計約３７５０トンが残されており、引き続き早期
の処理に向けて取り組んでまいります。
　覆土調査については、昨年１１月に現地を踏査し、覆土の一部がはがれていること
を確認したことから、今後さらに詳細な調査を行う予定です。
　また、現在、埋立処分場は安定化が進んでおり、処分場内及び周辺のモニタリング
結果において異常がないことを確認しておりますが、引き続きモニタリングを継続
し、その結果について、筑紫野市生活環境保全連絡会で情報を共有してまいります。
　この問題の一日も早い解決のため、筑紫野市、筑紫野市議会とも十分連携を図りな
がら、県が責任を持ってしっかりと取り組んでまいります。

概
要

　
委
員
会
で
は
、
前
回
12
月
定

例
会
に
て
執
行
部
に
調
査
・
要

請
事
項
と
し
て
求
め
て
い
た
項

目
に
つ
い
て
福
岡
県
よ
り
回
答

が
あ
っ
た
旨
の
報
告
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

　
福
岡
県
か
ら
市
長
宛
に
文
書

に
よ
る
回
答
を
い
た
だ
い
た
こ

と
は
、
特
別
委
員
会
と
し
て
一

定
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
後
も
、
市
民
の

皆
様
の
安
全
安
心
に
つ
な
が
る

よ
う
、
議
会
と
し
て
チ
ェ
ッ
ク

を
続
け
て
い
き
ま
す
。

○
平
成
27
年
３
月
６
日

　
市
庁
舎
建
設
調
査
研
究

　
　
　
特
別
委
員
会
設
置

○
平
成
28
年
３
月
25
日

　
市
庁
舎
建
設

　
　
特
別
委
員
会
に
改
編

○
平
成
29
年
６
月
27
日

　
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
に
改
編

○
平
成
31
年
３
月
22
日

　
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
廃
止

【
特
別
委
員
会
の
変
遷
】
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復旧完了済み

平成30年度復旧完了予定

平成31年度復旧完了予定

合計

建設部所管分

件数

251件

11件

34件

296件

割合

85％

4％

11％

100%

環境経済部所管分

件数

45件

136件

228件

409件

割合

11%

33%

56%

100%

部別災害復旧状況表

良
好
な
都
市
環
境
の
形
成
に
向
け
て

地区計画 計画図（約4.1ha）

建設環境常任委員会山神ダム上流域産業廃棄物問題対策特別委員会

庁舎建設特別委員会

　
地
区
計
画
と
は
、
良
好

な
都
市
環
境
の
形
成
を
は

か
る
為
に
必
要
な
事
を
決

め
る
、
ま
ち
づ
く
り
の
ル

ー
ル
で
す
。
西
鉄
筑
紫
駅

と
桜
台
駅
の
中
間
点
に
あ

る
市
街
化
調
整
区
域
で
ま

ち
づ
く
り
を
す
る
に
あ
た

り
、
建
築
物
の
制
限
に
つ

い
て
規
定
す
る
も
の
で

す
。

ど
の
よ
う
な
施

設
を
誘
致
す
る

か
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

A
地
区
に
お
い

て
、
自
動
車
教

習
所
の
開
発
許
可
が
下
り

て
い
る
。

全員一致

可決

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

議
員

地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
の
制
限
に

関
す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

効
率
的
な
事
業
運
営
を
目
指
し
て

　
水
道
事
業
の
対
象
人
口

を
、
10
万
５
６
０
０
人
か

ら
、
８
万
９
０
０
０
人
に

改
め
、
供
給
水
量
を
３
万

４
７
０
０
㎥
か
ら
、
２
万

６
０
０
０
㎥
に
改
め
る
も

の
で
す
。

給
水
エ
リ
ア

を
拡
大
す
る

の
に
、
給
水
人
口
は
何

故
、
減
少
す
る
の
か
。

平
成
18
年
度

当
時
の
推
計

で
は
、
平
成
29
年
度
は
、

10
万
５
５
６
６
人
と
し
て

い
た
が
、
実
際
の
人
口

は
、
８
万
７
２
１
９
人
で

あ
っ
た
。
こ
の
数
字
を
基

に
平
成
39
（
令
和
９
）
年

度
を
推
計
し
て
、
８
万
９

０
０
０
人
と
し
た
。

供
給
水
量
は
ど

の
よ
う
に
計
算

し
た
の
か
。年

間
１
世
帯
当

た
り
、
２
０
０

リ
ッ
ト
ル
か
ら
２
５
０
リ

ッ
ト
ル
の
使
用
実
績
を
基

に
、
平
均
２
２
０
リ
ッ
ト

ル
と
決
め
、
人
口
を
勘
案

し
て
供
給
水
量
と
し
た
。

供
給
水
量
が
減

少
す
る
事
で
、

水
道
料
金
の
値
上
げ
に
繋

が
ら
な
い
か
。

今
後
、
人
口
減

少
が
予
想
さ
れ

る
中
で
、
ま
ず
は
、
供
給

施
設
を
適
正
規
模
に
縮
小

す
る
な
ど
、
事
業
の
効
率

化
を
進
め
る
こ
と
に
よ

り
、
経
費
の
節
減
を
図
り

た
い
。

全員一致

可決

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

水
道
事
業
及
び
下
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例
（
一
部
改
正
）

平
成
30
年
７
月
豪
雨
の

　
　
　
　
　
災
害
復
旧
進
捗
状
況

　
平
成
30
年
７
月
に
発
生

し
た
災
害
の
復
旧
状
況
の

進
捗
を
、
建
設
部
と
環
境

経
済
部
か
ら
報
告
を
受
け

ま
し
た
。

　
建
設
部
所
管
分
と
し
て

は
、
主
に
土
木
課
で
道
路

及
び
河
川
災
害
の
復
旧
を

行
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た

環
境
経
済
部
所
管
分
と
し

て
は
、
主
に
農
政
課
で
農

地
災
害
、
農
業
施
設
災
害

の
対
応
を
行
っ
て
い
る
と

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
は
、
昨
年
９

月
に
災
害
の
現
場
を
実
際

に
視
察
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
後
も
復
旧
が
完
了

す
る
ま
で
進
捗
を
注
視
し

て
い
き
ま
す
。

概
要

所
管
事
務
調
査
　

設
置
目
的
達
成
に
よ
り
廃
止
へ

平
成30

年
７
月
に
発
生
し

　
平
成
29
年
６
月
の
本
特

別
委
員
会
設
置
以
降
、

「
市
庁
舎
の
工
事
着
工
か

ら
完
成
ま
で
の
進
捗
状
況

を
議
会
機
能
の
充
実
も
含

め
て
監
視
す
る
と
と
も

に
、
必
要
に
応
じ
て
提
言

を
行
う
」
と
い
う
設
置
目

的
に
沿
っ
て
審
査
を
重
ね

て
き
ま
し
た
が
、
本
年
１

月
４
日
の
開
庁
に
よ
り
設

置
目
的
を
達
成
し
た
た

め
、
本
委
員
会
を
廃
止
す

る
こ
と
を
全
員
一
致
で
確

認
い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
後
の
庁
舎
管

理
や
周
辺
整
備
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
管
す

る
常
任
委
員
会
な
ど
で
必

要
に
応
じ
審
査
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

廃
棄
物
行
政
の
最
重
要
課
題
!!

概
要

山神ダム上流域産業廃棄物問題対策特別委員会調査要請事項に対する
福岡県からの回答文書

　筑紫野市の山神ダム上流域における産業廃棄物処分場の問題につきましては、本県
における廃棄物行政の最重要課題として認識しております。これまで、許可取消後
も、引き続き改善命令の履行や受託廃棄物の搬出処理を強く求めるとともに、処分場
の維持管理について、適宜、指導を行ってまいりました。
　受託廃棄物については、昨年３月から約１５０トンが減少し、１２月時点で、廃塗
料約２５０トン、廃プラ、木くず、紙くず等の混合廃棄物約２８００トン、汚泥約５
００トン及び廃石膏約２００トンの計約３７５０トンが残されており、引き続き早期
の処理に向けて取り組んでまいります。
　覆土調査については、昨年１１月に現地を踏査し、覆土の一部がはがれていること
を確認したことから、今後さらに詳細な調査を行う予定です。
　また、現在、埋立処分場は安定化が進んでおり、処分場内及び周辺のモニタリング
結果において異常がないことを確認しておりますが、引き続きモニタリングを継続
し、その結果について、筑紫野市生活環境保全連絡会で情報を共有してまいります。
　この問題の一日も早い解決のため、筑紫野市、筑紫野市議会とも十分連携を図りな
がら、県が責任を持ってしっかりと取り組んでまいります。

概
要

　
委
員
会
で
は
、
前
回
12
月
定

例
会
に
て
執
行
部
に
調
査
・
要

請
事
項
と
し
て
求
め
て
い
た
項

目
に
つ
い
て
福
岡
県
よ
り
回
答

が
あ
っ
た
旨
の
報
告
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

　
福
岡
県
か
ら
市
長
宛
に
文
書

に
よ
る
回
答
を
い
た
だ
い
た
こ

と
は
、
特
別
委
員
会
と
し
て
一

定
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
後
も
、
市
民
の

皆
様
の
安
全
安
心
に
つ
な
が
る

よ
う
、
議
会
と
し
て
チ
ェ
ッ
ク

を
続
け
て
い
き
ま
す
。

○
平
成
27
年
３
月
６
日

　
市
庁
舎
建
設
調
査
研
究

　
　
　
特
別
委
員
会
設
置

○
平
成
28
年
３
月
25
日

　
市
庁
舎
建
設

　
　
特
別
委
員
会
に
改
編

○
平
成
29
年
６
月
27
日

　
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
に
改
編

○
平
成
31
年
３
月
22
日

　
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
廃
止

【
特
別
委
員
会
の
変
遷
】
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会議録の検索はこちらから
（３月定例会の一般質問は、５月下旬以降に検索できます）

筑紫野市政の
　ここが知りたい!!

一般
質問

　３月定例会の一般質問では、市政について７人の議員が
１６題目にわたり質問しました。
　質問答弁の内容については議員本人が要約しています。
　掲載順は本会議当日の質問順ではありません。

▲市内の公園遊具シリーズその６：天拝公園（大字武蔵６２９-１）

写真下の（　）は所属会派又は所属政党

会 

派

つくし野　 →つくし野
市民会議　→市民会議
公明党　　→公明党筑紫野市議団
日本共産党→日本共産党
（－）　　　→会派・政党いずれにも
　　　　　　所属しない議員

質 問 題 目   一 覧

①消費税引き上げに向けて
②福祉・医療制度のはざまについて

■ 西村　和子　議員　

①投票率向上の取組みについて
②二日市地域のまちづくりについて

■ 山本　加奈子　議員

①新庁舎が開庁して
■ 宮﨑　吉弘　議員　

①児童虐待の対応について
②小中学校への携帯電話やスマホの持込み対応に
　ついて

■ 中山　雄夫　議員

①災害対応について
②介護保険総合事業について
③子どもの権利擁護について
④待機児童解消に向けて

■ 辻本　美惠子　議員

①介護保険料について
②子どもの医療費について
③上下水道料金について

■ 古賀　新悟　議員

①保育所待機児童の実態と今後の対策について
②外国人労働者の受け入れ拡大が決まったが市の
　対応は

■ 田中　允　議員

議
員  

二
日
市
地
域
は
長

年
シ
ン
ボ
ル
だ
っ
た
市
役

所
が
移
転
し
、
新
た
な
シ

ン
ボ
ル
を
望
む
声
が
多
い
。

横
浜
市
は
市
役
所
跡
地
利

用
を
民
間
に
再
開
発
の
提

案
を
求
め
る
事
と
し
た
。

市
役
所
、
水
道
局
、
ジ
ャ

ス
コ
跡
地
利
用
は
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
連
携
を
図

り
検
討
さ
れ
る
の
か
。

企
画
政
策
部
長
　
本
庁
舎
、

上
下
水
道
庁
舎
、
ジ
ャ
ス

コ
跡
地
は
現
時
点
で
具
体

的
な
活
用
策
は
決
ま
っ
て

い
な
い
。
今
後
、
必
要
に

応
じ
て
地
域
の
意
見
を
聞

き
つ
つ
立
地
条
件
や
費
用

対
効
果
等
を
総
合
的
に
勘

案
し
な
が
ら
効
果
的
な
活

用
策
を
含
め
幅
広
く
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
。

投
票
率
向
上
の
取
組

み
に
つ
い
て

議
員
　
杉
塚
区
の
北
杉
塚

地
域
の
方
か
ら
「
期
日
前

投
票
は
市
役
所
、
当
日
は

天
拝
小
で
車
が
な
い
か
ら

投
票
に
行
く
の
が
と
て
も

大
変
」
と
い
う
声
を
伺
っ

た
。
北
杉
塚
地
域
の
方
が

市
役
所
に
行
く
の
は
不
便

で
あ
る
。
当
日
天
拝
小
に

行
く
の
も
午
前
中
一
本
し

か
な
い
カ
ミ
ー
リ
ヤ
バ
ス

を
利
用
で
き
る
が
、
帰
り

が
３
時
間
後
し
か
な
い
。

期
日
前
投
票
や
当
日
投
票

所
が
不
便
な
地
域
は
、
出

張
所
で
も
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や
公
民
館

を
利
用
で
き
な
い
か
。
ま

た
、
箱
根
町
で
は
ワ
ゴ
ン

車
を
利
用
し
た
、
移
動
期

日
前
投
票
所
を
導
入
し
て

い
る
。
検
討
出
来
な
い
か
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

投
票
所
増
設
は
経
費
の
増

大
、
人
員
確
保
等
の
課
題

に
加
え
、
本
来
の
目
的
で

あ
る
地
域
の
皆
さ
ん
の
交

流
の
場
を
制
限
す
る
為
、

投
票
所
と
し
て
利
用
す
る

の
は
好
ま
し
く
な
い
と
考

え
る
。
移
動
期
日
前
投
票

所
も
現
時
点
で
の
導
入
は

考
え
て
い
な
い
。
　

議
員  
本
市
は
期
日
前
投

票
所
１
カ
所
、
当
日
投
票

所
は
16
カ
所
。
本
市
と
同

規
模
の
大
牟
田
市
は
期
日

前
投
票
所
２
カ
所
、
当
日

投
票
所
は
27
カ
所
。
柳
川

市
は
期
日
前
投
票
所
３
カ

所
、
当
日
投
票
所
は
21
カ

所
。
直
近
の
地
方
選
挙
投

票
率
は
、
大
牟
田
市
52
・

05
％
、
柳
川
市
57
・
52
％
、

本
市
は
45
・
06
％
で
あ
り
、

投
票
所
が
多
い
こ
と
が
、

投
票
率
向
上
の
一
助
に
な

っ
て
い
る
と
考
え
る
。
当

日
投
票
所
だ
け
で
も
公
民

館
等
を
利
用
で
き
な
い
か
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

現
時
点
で
の
投
票
所
増
設

は
考
え
て
い
な
い
。

議
員
　
40
歳
以
上
の
末
期

が
ん
の
患
者
が
在
宅
で
療

養
す
る
場
合
、
介
護
保
険

が
適
用
さ
れ
、
訪
問
介
護

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
る
。
久
留
米
市
で
は
、

医
療
関
係
者
等
か
ら
も
支

援
の
必
要
性
の
声
が
あ
っ

た
と
聞
く
。
40
歳
未
満
の

末
期
が
ん
の
患
者
は
、
介

護
保
険
が
適
用
さ
れ
な
い

た
め
公
的
な
支
援
が
受
け

ら
れ
ず
、
介
護
費
用
は
全

額
自
己
負
担
の
た
め
負
担

が
大
き
い
。
市
と
し
て
の

支
援
策
は
な
い
か
。
実
態

は
調
査
さ
れ
て
い
る
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
こ
れ
ま

で
、
当
事
者
及
び
家
族
等

か
ら
の
相
談
は
寄
せ
ら
れ

て
お
ら
ず
、
ま
た
、
対
象

者
の
存
在
等
も
明
ら
か
で

な
い
た
め
、
現
時
点
で
の

実
施
は
困
難
で
あ
る
。

消
費
税
引
き
上
げ
に

伴
う
市
の
対
応
は

議
員
　
住
民
票
や
戸
籍
の

写
し
等
の
証
明
書
の
手
数

料
や
施
設
利
用
料
等
の
改

定
は
あ
る
か
。
引
き
上
げ

に
伴
う
、
契
約
や
物
品
購

入
等
支
出
全
体
で
の
市
の

財
政
へ
の
影
響
は
ど
れ
く

ら
い
の
金
額
と
な
る
見
込

み
か
。

総
務
部
長
　
歳
入
で
あ
る

手
数
料
な
ど
の
改
定
に
つ

い
て
は
、
消
費
税
非
課
税

と
な
る
も
の
を
除
き
、
反

映
を
行
う
べ
き
も
の
で
あ

る
と
考
え
る
。
消
費
税
引

き
上
げ
に
よ
る
影
響
は
、

歳
出
予
算
で
は
、
今
回
の

暫
定
予
算
で
約
３
千
万
円

を
見
込
ん
で
い
る
。

議
員
　
特
に
影
響
が
大
き

い
低
所
得
者
へ
の
市
独
自

の
支
援
策
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
市
独
自

の
支
援
策
は
今
の
と
こ
ろ

な
い
。

議
員
　
ク
レ
ジ
ッ
ト
機
能

付
き
レ
ジ
ス
タ
ー
や
専
用

端
末
設
置
対
応
に
苦
慮
す

る
市
内
中
小
事
業
者
に
対

す
る
商
工
会
と
協
力
し
て

等
の
市
の
取
組
み
は
あ
る

か
。
ま
た
、
景
気
減
退
に

対
す
る
市
の
長
期
の
対
策
は
。

環
境
経
済
部
長
　
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
の
支
援
に

つ
い
て
は
、
中
小
企
業
融

資
制
度
な
ど
を
活
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、

景
気
対
策
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
国
や
県
の
事
業

を
活
用
し
た
取
り
組
み
を

商
工
会
な
ど
の
関
係
機
関

と
連
携
し
進
め
て
い
く
。

福
祉
と
医
療
の
は
ざ
ま
を
う
め
る
施
策
は

当
事
者
か
ら
の
相
談
が
な
く
存
在
も
不
明

現
時
点
で
具
体
的
な
活
用
策
は
決
ま
っ
て
い
な
い

西村 和子
（市民会議）

山本加奈子
（公明党）

市
役
所
・
水
道
局
・

　
　
　ジ
ャ
ス
コ
跡
地
利
用
の
現
状
は

議
員

議
員

環
境
経
済
部
長

企
画
政
策
部
長

議
員

議
員

議
員

議
員

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

議
員

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

総
務
部
長
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会議録の検索はこちらから
（３月定例会の一般質問は、５月下旬以降に検索できます）

筑紫野市政の
　ここが知りたい!!

一般
質問

　３月定例会の一般質問では、市政について７人の議員が
１６題目にわたり質問しました。
　質問答弁の内容については議員本人が要約しています。
　掲載順は本会議当日の質問順ではありません。

▲市内の公園遊具シリーズその６：天拝公園（大字武蔵６２９-１）

写真下の（　）は所属会派又は所属政党

会 

派

つくし野　 →つくし野
市民会議　→市民会議
公明党　　→公明党筑紫野市議団
日本共産党→日本共産党
（－）　　　→会派・政党いずれにも
　　　　　　所属しない議員

質 問 題 目   一 覧

①消費税引き上げに向けて
②福祉・医療制度のはざまについて

■ 西村　和子　議員　

①投票率向上の取組みについて
②二日市地域のまちづくりについて

■ 山本　加奈子　議員

①新庁舎が開庁して
■ 宮﨑　吉弘　議員　

①児童虐待の対応について
②小中学校への携帯電話やスマホの持込み対応に
　ついて

■ 中山　雄夫　議員

①災害対応について
②介護保険総合事業について
③子どもの権利擁護について
④待機児童解消に向けて

■ 辻本　美惠子　議員

①介護保険料について
②子どもの医療費について
③上下水道料金について

■ 古賀　新悟　議員

①保育所待機児童の実態と今後の対策について
②外国人労働者の受け入れ拡大が決まったが市の
　対応は

■ 田中　允　議員

議
員  

二
日
市
地
域
は
長

年
シ
ン
ボ
ル
だ
っ
た
市
役

所
が
移
転
し
、
新
た
な
シ

ン
ボ
ル
を
望
む
声
が
多
い
。

横
浜
市
は
市
役
所
跡
地
利

用
を
民
間
に
再
開
発
の
提

案
を
求
め
る
事
と
し
た
。

市
役
所
、
水
道
局
、
ジ
ャ

ス
コ
跡
地
利
用
は
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
連
携
を
図

り
検
討
さ
れ
る
の
か
。

企
画
政
策
部
長
　
本
庁
舎
、

上
下
水
道
庁
舎
、
ジ
ャ
ス

コ
跡
地
は
現
時
点
で
具
体

的
な
活
用
策
は
決
ま
っ
て

い
な
い
。
今
後
、
必
要
に

応
じ
て
地
域
の
意
見
を
聞

き
つ
つ
立
地
条
件
や
費
用

対
効
果
等
を
総
合
的
に
勘

案
し
な
が
ら
効
果
的
な
活

用
策
を
含
め
幅
広
く
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
。

投
票
率
向
上
の
取
組

み
に
つ
い
て

議
員
　
杉
塚
区
の
北
杉
塚

地
域
の
方
か
ら
「
期
日
前

投
票
は
市
役
所
、
当
日
は

天
拝
小
で
車
が
な
い
か
ら

投
票
に
行
く
の
が
と
て
も

大
変
」
と
い
う
声
を
伺
っ

た
。
北
杉
塚
地
域
の
方
が

市
役
所
に
行
く
の
は
不
便

で
あ
る
。
当
日
天
拝
小
に

行
く
の
も
午
前
中
一
本
し

か
な
い
カ
ミ
ー
リ
ヤ
バ
ス

を
利
用
で
き
る
が
、
帰
り

が
３
時
間
後
し
か
な
い
。

期
日
前
投
票
や
当
日
投
票

所
が
不
便
な
地
域
は
、
出

張
所
で
も
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や
公
民
館

を
利
用
で
き
な
い
か
。
ま

た
、
箱
根
町
で
は
ワ
ゴ
ン

車
を
利
用
し
た
、
移
動
期

日
前
投
票
所
を
導
入
し
て

い
る
。
検
討
出
来
な
い
か
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

投
票
所
増
設
は
経
費
の
増

大
、
人
員
確
保
等
の
課
題

に
加
え
、
本
来
の
目
的
で

あ
る
地
域
の
皆
さ
ん
の
交

流
の
場
を
制
限
す
る
為
、

投
票
所
と
し
て
利
用
す
る

の
は
好
ま
し
く
な
い
と
考

え
る
。
移
動
期
日
前
投
票

所
も
現
時
点
で
の
導
入
は

考
え
て
い
な
い
。
　

議
員  

本
市
は
期
日
前
投

票
所
１
カ
所
、
当
日
投
票

所
は
16
カ
所
。
本
市
と
同

規
模
の
大
牟
田
市
は
期
日

前
投
票
所
２
カ
所
、
当
日

投
票
所
は
27
カ
所
。
柳
川

市
は
期
日
前
投
票
所
３
カ

所
、
当
日
投
票
所
は
21
カ

所
。
直
近
の
地
方
選
挙
投

票
率
は
、
大
牟
田
市
52
・

05
％
、
柳
川
市
57
・
52
％
、

本
市
は
45
・
06
％
で
あ
り
、

投
票
所
が
多
い
こ
と
が
、

投
票
率
向
上
の
一
助
に
な

っ
て
い
る
と
考
え
る
。
当

日
投
票
所
だ
け
で
も
公
民

館
等
を
利
用
で
き
な
い
か
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

現
時
点
で
の
投
票
所
増
設

は
考
え
て
い
な
い
。

議
員
　
40
歳
以
上
の
末
期

が
ん
の
患
者
が
在
宅
で
療

養
す
る
場
合
、
介
護
保
険

が
適
用
さ
れ
、
訪
問
介
護

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
る
。
久
留
米
市
で
は
、

医
療
関
係
者
等
か
ら
も
支

援
の
必
要
性
の
声
が
あ
っ

た
と
聞
く
。
40
歳
未
満
の

末
期
が
ん
の
患
者
は
、
介

護
保
険
が
適
用
さ
れ
な
い

た
め
公
的
な
支
援
が
受
け

ら
れ
ず
、
介
護
費
用
は
全

額
自
己
負
担
の
た
め
負
担

が
大
き
い
。
市
と
し
て
の

支
援
策
は
な
い
か
。
実
態

は
調
査
さ
れ
て
い
る
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
こ
れ
ま

で
、
当
事
者
及
び
家
族
等

か
ら
の
相
談
は
寄
せ
ら
れ

て
お
ら
ず
、
ま
た
、
対
象

者
の
存
在
等
も
明
ら
か
で

な
い
た
め
、
現
時
点
で
の

実
施
は
困
難
で
あ
る
。

消
費
税
引
き
上
げ
に

伴
う
市
の
対
応
は

議
員
　
住
民
票
や
戸
籍
の

写
し
等
の
証
明
書
の
手
数

料
や
施
設
利
用
料
等
の
改

定
は
あ
る
か
。
引
き
上
げ

に
伴
う
、
契
約
や
物
品
購

入
等
支
出
全
体
で
の
市
の

財
政
へ
の
影
響
は
ど
れ
く

ら
い
の
金
額
と
な
る
見
込

み
か
。

総
務
部
長
　
歳
入
で
あ
る

手
数
料
な
ど
の
改
定
に
つ

い
て
は
、
消
費
税
非
課
税

と
な
る
も
の
を
除
き
、
反

映
を
行
う
べ
き
も
の
で
あ

る
と
考
え
る
。
消
費
税
引

き
上
げ
に
よ
る
影
響
は
、

歳
出
予
算
で
は
、
今
回
の

暫
定
予
算
で
約
３
千
万
円

を
見
込
ん
で
い
る
。

議
員
　
特
に
影
響
が
大
き

い
低
所
得
者
へ
の
市
独
自

の
支
援
策
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
市
独
自

の
支
援
策
は
今
の
と
こ
ろ

な
い
。

議
員
　
ク
レ
ジ
ッ
ト
機
能

付
き
レ
ジ
ス
タ
ー
や
専
用

端
末
設
置
対
応
に
苦
慮
す

る
市
内
中
小
事
業
者
に
対

す
る
商
工
会
と
協
力
し
て

等
の
市
の
取
組
み
は
あ
る

か
。
ま
た
、
景
気
減
退
に

対
す
る
市
の
長
期
の
対
策
は
。

環
境
経
済
部
長
　
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
の
支
援
に

つ
い
て
は
、
中
小
企
業
融

資
制
度
な
ど
を
活
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、

景
気
対
策
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
国
や
県
の
事
業

を
活
用
し
た
取
り
組
み
を

商
工
会
な
ど
の
関
係
機
関

と
連
携
し
進
め
て
い
く
。

福
祉
と
医
療
の
は
ざ
ま
を
う
め
る
施
策
は

当
事
者
か
ら
の
相
談
が
な
く
存
在
も
不
明

現
時
点
で
具
体
的
な
活
用
策
は
決
ま
っ
て
い
な
い

西村 和子
（市民会議）

山本加奈子
（公明党）

市
役
所
・
水
道
局
・

　
　
　ジ
ャ
ス
コ
跡
地
利
用
の
現
状
は

議
員

議
員

環
境
経
済
部
長

企
画
政
策
部
長

議
員

議
員

議
員

議
員

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

議
員

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

総
務
部
長
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中山 雄夫
（つくし野）

古賀 新悟
（日本共産党）

辻本美惠子
（市民会議）

議
員
　
児
童
虐
待
が
依
然

と
し
て
後
を
絶
た
ず
、
深

刻
化
し
て
い
ま
す
。
本
市

に
お
い
て
も
、
母
親
と
同

居
す
る
男
が
、
児
童
に
対

す
る
傷
害
容
疑
で
逮
捕
さ

れ
る
と
い
う
事
案
が
発
生

し
ま
し
た
。
幸
い
担
任
が

児
童
の
「
あ
ざ
」
に
気
づ

き
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、

児
童
相
談
所
に
一
時
保
護

さ
れ
ま
し
た
。

　
本
市
の
児
童
虐
待
に
対

す
る
課
題
と
対
応
に
つ
い

て
尋
ね
る
。

教
育
部
長
　
本
市
の
小
中

学
校
に
お
け
る
児
童
虐
待

へ
の
対
応
は
、
毎
月
の
学

校
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
等
の

実
施
や
、
毎
日
児
童
生
徒

を
注
意
深
く
観
察
す
る
こ

と
に
よ
り
早
期
発
見
に
努

め
て
お
り
、
虐
待
が
疑
わ

れ
る
兆
候
を
発
見
し
た
場

合
は
、
速
や
か
に
児
童
相

談
所
へ
通
告
し
、
家
庭
児

童
相
談
室
や
筑
紫
野
警
察

署
等
と
連
携
し
て
対
応
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

小
中
学
校
へ
の
携
帯
電

話
や
ス
マ
ホ
の
持
ち
込

み
対
応
に
つ
い
て

議
員
　
内
閣
府
の
平
成
17

年
度
の
調
査
で
は
、
小
学

生
は
55.

５
％
、
中
学
生

は
66.

７
％
、
高
校
生
は

97.

１
％
が
ス
マ
ホ
か
携

帯
を
所
有
し
て
い
ま
す
。

　
文
科
省
は
、
子
ど
も
の

携
帯
電
話
、
ス
マ
ホ
の
所

有
率
の
上
昇
や
緊
急
時
の

連
絡
に
役
立
つ
等
の
理
由

か
ら
、
来
年
度
中
に
新
た

な
指
針
を
出
す
よ
う
で
あ

る
。
小
中
学
校
へ
の
ス
マ

ホ
等
の
持
ち
込
み
は
、
学

力
低
下
や
い
じ
め
等
の
原

因
に
な
る
と
考
え
時
期
が

早
過
ぎ
る
の
で
は
と
思
う
。

高
校
生
な
ら
ま
だ
し
も
、

小
中
学
校
生
に
ま
で
の
持

ち
込
み
の
許
可
は
早
過
ぎ

た
判
断
だ
と
思
い
ま
す
。

　
本
市
の
こ
の
問
題
へ
の

対
応
を
尋
ね
る
。

教
育
部
長
　
小
中
学
校
へ

の
携
帯
電
話
や
ス
マ
ホ
の

持
ち
込
み
に
つ
い
て
は
、

国
の
指
針
が
示
さ
れ
た
後
、

そ
の
内
容
や
社
会
情
勢
も

勘
案
し
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

市
民
の
集
い
や
す
い
庁
舎
と
は

そ
の
時
々
の
課
題
を
踏
ま
え
な
が
ら

　
　
　
　  
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
る

上
下
水
道
料
金
引
き

下
げ
は
市
民
要
求

議
員
　
過
大
投
資
の
ツ
ケ

を
自
治
体
や
水
道
料
金
に

課
す
こ
と
に
な
れ
ば
被
害

者
は
市
民
と
な
る
。
市
民

生
活
が
苦
し
く
な
る
中
で
、

上
下
水
道
料
金
の
見
直
し

を
考
え
て
い
る
か
。

環
境
経
済
部
長
　
上
下
水

道
料
金
の
見
直
し
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
経
営
環
境

の
変
化
を
見
極
め
な
が
ら

適
切
に
対
応
す
る
。

介
護
保
険
料
の
減
免

制
度
の
拡
充
を

議
員
　
高
齢
者
の
生
活
を

応
援
す
る
た
め
に
、
介
護

保
険
料
の
引
き
下
げ
と
利

用
の
し
や
す
さ
を
求
め
る

が
、
少
な
く
と
も
本
市
の

減
免
制
度
の
周
知
は
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
介
護
保

険
料
納
入
通
知
書
に
お
知

ら
せ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

同
封
し
た
り
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
利
用
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
に
掲
載
す
る
こ
と
で
周

知
し
て
い
る
。
ま
た
、
暮

ら
し
の
困
り
ご
と
相
談
窓

口
等
と
連
携
を
取
り
、
相

談
に
来
ら
れ
た
方
の
対
応

等
を
行
っ
て
い
る
。

子
育
て
支
援
策
と
し

て
子
ど
も
医
療
費
無

料
化
を

議
員
　
子
ど
も
医
療
費
無

料
化
は
、
子
育
て
支
援
策

と
子
ど
も
の
貧
困
克
服
の

た
め
に
重
要
な
事
業
。
本

市
が
実
施
し
て
い
る
「
子

ど
も
医
療
制
度
」
が
果
た

し
て
い
る
役
割
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

市
民
生
活
部
長
　
疾
病
の

早
期
発
見
と
治
療
を
促
進

し
、
子
ど
も
の
保
健
の
向

上
と
福
祉
の
増
進
を
図
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

議
員
　
15
歳
年
度
末
ま
で

入
院
費
を
助
成
し
て
い
る
。

同
様
の
条
件
で
通
院
費
の

助
成
を
15
歳
ま
で
引
き
上

げ
た
場
合
の
費
用
は
い
く

ら
に
な
る
か
。

市
民
生
活
部
長
　
助
成
総

額
は
約
３
億
７
７
０
０
万

円
と
な
る
見
込
。

議
員
　
医
療
費
の
助
成
を

12
歳
年
度
末
ま
で
と
同
様

の
条
件
で
18
歳
ま
で
引
き

上
げ
た
場
合
の
支
給
対
象

人
員
と
費
用
は
い
く
ら
に

な
る
か
。

市
民
生
活
部
長
　
支
給
対

象
人
員
は
約
１
万
９
０
０

０
人
、
助
成
総
額
は
約
４

億
１
７
０
０
万
円
と
な
る

見
込
み
で
あ
る
。

議
員
　
市
の
避
難
所
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
ど
の
よ
う

な
考
え
に
基
づ
い
て
い
る

か
。
内
閣
府
防
災
担
当
が

ま
と
め
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
活
用
し
て
地
域
防
災
計

画
や
災
害
対
応
体
制
の
構

築
、
避
難
所
運
営
・
管
理

体
制
の
充
実
強
化
に
取
り

組
ん
で
は
ど
う
か
。

総
務
部
長
　
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
市
の
職
員
が
迅
速
か
つ

的
確
で
円
滑
な
設
置
、
運

営
に
活
用
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。

議
員
　
地
域
住
民
の
方
に

行
政
が
ど
の
よ
う
な
動
き

を
す
る
か
知
っ
て
お
い
て

い
た
だ
く
こ
と
は
重
要
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
公
開
は
し

な
い
の
か
。

総
務
部
長
　
日
頃
よ
り
防

災
活
動
を
行
っ
て
い
る
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
自
主

防
災
組
織
か
ら
要
請
が
あ

れ
ば
丁
寧
に
説
明
し
た
い
。

子
ど
も
の
声
が
届
く

体
制
を

議
員
　
子
ど
も
達
を
守
る

子
ど
も
条
例
や
権
利
救
済

に
関
し
て
、
ど
の
よ
う
に

周
知
し
て
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、
全
小

中
学
校
を
対
象
に
し
た
子

ど
も
条
例
の
チ
ラ
シ
、
キ

ッ
ズ
ウ
ィ
ン
ド
ー
の
配
布
、

市
職
員
、
民
生
・
児
童
委

員
を
対
象
と
し
た
人
権
研

修
、
小
中
学
校
校
長
会
、

幼
稚
園
連
携
会
議
で
啓
発

依
頼
を
し
て
い
る
。

議
員
　
子
ど
も
達
が
相
談

し
や
す
く
で
き
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
子
育
て

支
援
課
、
学
校
、
ヤ
ン
グ

テ
レ
フ
ォ
ン
、
家
庭
児
童

相
談
室
な
ど
で
相
談
を
受

け
付
け
て
い
る
。
一
体
的

あ
る
い
は
連
携
を
深
め
な

が
ら
、
問
題
の
解
決
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
今
後

も
、
窓
口
の
周
知
を
図

り
、
連
携
強
化
、
相
談
員

の
資
質
向
上
な
ど
相
談
窓

口
の
充
実
に
取
り
組
む
。

保
育
の
充
実
と
待
機

児
童
の
解
消
を

議
員
　
市
の
待
機
児
童
の

状
況
は
。
市
長
は
待
機
児

童
解
消
に
、
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ま
れ
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
昨
年
４

月
１
日
現
在
で
１
８
１
人
。

年
度
途
中
に
入
所
が
可
能

と
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、

入
所
調
整
を
継
続
し
て
行

っ
て
い
る
。

市
長
　
誰
も
が
安
心
し
て

子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ

と
が
で
き
る
環
境
を
整
備

す
る
た
め
、
ま
た
子
ど
も

達
の
健
や
か
な
成
長
の
た

め
重
要
な
課
題
で
あ
る
と

捉
え
て
お
り
、
今
後
も
解

消
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

避
難
所
運
営
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
公
開
を

内
容
を
知
り
た
い
と
い
う
要
請
が
あ
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
説
明
す
る

水
道
料
金
の
見
直
し
を

経
営
環
境
の
変
化
を
見
極
め
る

議
員
　
来
庁
者
か
ら
の
要

望
や
意
見
は
あ
る
の
か
、

ま
た
、
そ
れ
は
、
ど
の
よ

う
に
反
映
さ
れ
活
用
さ
れ

て
い
る
の
か
。

企
画
政
策
部
長
　
新
庁
舎

に
対
す
る
意
見
や
要
望
は
、

お
お
む
ね
良
好
な
評
価
を

い
た
だ
い
て
い
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。
今
後
の
利

用
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

改
善
す
べ
き
点
が
あ
れ
ば

柔
軟
に
検
討
を
し
て
い
く
。

議
員
　
市
民
に
と
っ
て
集

い
や
す
い
、
集
え
る
庁
舎

と
は
。
市
の
見
解
を
伺
う
。

企
画
政
策
部
長
　
明
る
く

開
放
感
が
あ
る
庁
舎
で
あ
る

と
と
も
に
、
職
員
の
服
務
規

律
の
遵
守
や
接
遇
の
向
上
も

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

今
後
と
も
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
努
め
る
。

議
員
　
要
望
等
の
実
現
の

期
限
は
つ
け
ら
れ
て
い
る

の
か
。

企
画
政
策
部
長
　
要
望
の

集
約
や
実
施
の
時
期
は
、

改
善
す
べ
き
点
が
あ
れ
ば
、

手
法
や
、
あ
る
い
は
時
期

も
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

議
員
　
職
場
内
の
改
善
提

案
等
は
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
に
構
築
さ
れ
て
い
る

か
。

企
画
政
策
部
長
　
職
場
内

の
改
善
提
案
に
つ
い
て
も
、

行
政
評
価
等
の
取
り
組
み

を
通
し
て
、
そ
の
時
々
の

課
題
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

必
要
に
応
じ
て
検
討
し
て

い
く
。

宮﨑 吉弘
（公明党）

早
期
発
見
に
努
め
、
関
係
機
関
と
連
携
対
応

本
市
の
児
童
虐
待
に
対
す
る

　
　
　
　
　

   
現
状
と
今
後
の
課
題
は

クリック！
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中山 雄夫
（つくし野）

古賀 新悟
（日本共産党）

辻本美惠子
（市民会議）

議
員
　
児
童
虐
待
が
依
然

と
し
て
後
を
絶
た
ず
、
深

刻
化
し
て
い
ま
す
。
本
市

に
お
い
て
も
、
母
親
と
同

居
す
る
男
が
、
児
童
に
対

す
る
傷
害
容
疑
で
逮
捕
さ

れ
る
と
い
う
事
案
が
発
生

し
ま
し
た
。
幸
い
担
任
が

児
童
の
「
あ
ざ
」
に
気
づ

き
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、

児
童
相
談
所
に
一
時
保
護

さ
れ
ま
し
た
。

　
本
市
の
児
童
虐
待
に
対

す
る
課
題
と
対
応
に
つ
い

て
尋
ね
る
。

教
育
部
長
　
本
市
の
小
中

学
校
に
お
け
る
児
童
虐
待

へ
の
対
応
は
、
毎
月
の
学

校
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
等
の

実
施
や
、
毎
日
児
童
生
徒

を
注
意
深
く
観
察
す
る
こ

と
に
よ
り
早
期
発
見
に
努

め
て
お
り
、
虐
待
が
疑
わ

れ
る
兆
候
を
発
見
し
た
場

合
は
、
速
や
か
に
児
童
相

談
所
へ
通
告
し
、
家
庭
児

童
相
談
室
や
筑
紫
野
警
察

署
等
と
連
携
し
て
対
応
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

小
中
学
校
へ
の
携
帯
電

話
や
ス
マ
ホ
の
持
ち
込

み
対
応
に
つ
い
て

議
員
　
内
閣
府
の
平
成
17

年
度
の
調
査
で
は
、
小
学

生
は
55.

５
％
、
中
学
生

は
66.

７
％
、
高
校
生
は

97.

１
％
が
ス
マ
ホ
か
携

帯
を
所
有
し
て
い
ま
す
。

　
文
科
省
は
、
子
ど
も
の

携
帯
電
話
、
ス
マ
ホ
の
所

有
率
の
上
昇
や
緊
急
時
の

連
絡
に
役
立
つ
等
の
理
由

か
ら
、
来
年
度
中
に
新
た

な
指
針
を
出
す
よ
う
で
あ

る
。
小
中
学
校
へ
の
ス
マ

ホ
等
の
持
ち
込
み
は
、
学

力
低
下
や
い
じ
め
等
の
原

因
に
な
る
と
考
え
時
期
が

早
過
ぎ
る
の
で
は
と
思
う
。

高
校
生
な
ら
ま
だ
し
も
、

小
中
学
校
生
に
ま
で
の
持

ち
込
み
の
許
可
は
早
過
ぎ

た
判
断
だ
と
思
い
ま
す
。

　
本
市
の
こ
の
問
題
へ
の

対
応
を
尋
ね
る
。

教
育
部
長
　
小
中
学
校
へ

の
携
帯
電
話
や
ス
マ
ホ
の

持
ち
込
み
に
つ
い
て
は
、

国
の
指
針
が
示
さ
れ
た
後
、

そ
の
内
容
や
社
会
情
勢
も

勘
案
し
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

市
民
の
集
い
や
す
い
庁
舎
と
は

そ
の
時
々
の
課
題
を
踏
ま
え
な
が
ら

　
　
　
　  

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
る

上
下
水
道
料
金
引
き

下
げ
は
市
民
要
求

議
員
　
過
大
投
資
の
ツ
ケ

を
自
治
体
や
水
道
料
金
に

課
す
こ
と
に
な
れ
ば
被
害

者
は
市
民
と
な
る
。
市
民

生
活
が
苦
し
く
な
る
中
で
、

上
下
水
道
料
金
の
見
直
し

を
考
え
て
い
る
か
。

環
境
経
済
部
長
　
上
下
水

道
料
金
の
見
直
し
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
経
営
環
境

の
変
化
を
見
極
め
な
が
ら

適
切
に
対
応
す
る
。

介
護
保
険
料
の
減
免

制
度
の
拡
充
を

議
員
　
高
齢
者
の
生
活
を

応
援
す
る
た
め
に
、
介
護

保
険
料
の
引
き
下
げ
と
利

用
の
し
や
す
さ
を
求
め
る

が
、
少
な
く
と
も
本
市
の

減
免
制
度
の
周
知
は
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
介
護
保

険
料
納
入
通
知
書
に
お
知

ら
せ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

同
封
し
た
り
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
利
用
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
に
掲
載
す
る
こ
と
で
周

知
し
て
い
る
。
ま
た
、
暮

ら
し
の
困
り
ご
と
相
談
窓

口
等
と
連
携
を
取
り
、
相

談
に
来
ら
れ
た
方
の
対
応

等
を
行
っ
て
い
る
。

子
育
て
支
援
策
と
し

て
子
ど
も
医
療
費
無

料
化
を

議
員
　
子
ど
も
医
療
費
無

料
化
は
、
子
育
て
支
援
策

と
子
ど
も
の
貧
困
克
服
の

た
め
に
重
要
な
事
業
。
本

市
が
実
施
し
て
い
る
「
子

ど
も
医
療
制
度
」
が
果
た

し
て
い
る
役
割
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

市
民
生
活
部
長
　
疾
病
の

早
期
発
見
と
治
療
を
促
進

し
、
子
ど
も
の
保
健
の
向

上
と
福
祉
の
増
進
を
図
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

議
員
　
15
歳
年
度
末
ま
で

入
院
費
を
助
成
し
て
い
る
。

同
様
の
条
件
で
通
院
費
の

助
成
を
15
歳
ま
で
引
き
上

げ
た
場
合
の
費
用
は
い
く

ら
に
な
る
か
。

市
民
生
活
部
長
　
助
成
総

額
は
約
３
億
７
７
０
０
万

円
と
な
る
見
込
。

議
員
　
医
療
費
の
助
成
を

12
歳
年
度
末
ま
で
と
同
様

の
条
件
で
18
歳
ま
で
引
き

上
げ
た
場
合
の
支
給
対
象

人
員
と
費
用
は
い
く
ら
に

な
る
か
。

市
民
生
活
部
長
　
支
給
対

象
人
員
は
約
１
万
９
０
０

０
人
、
助
成
総
額
は
約
４

億
１
７
０
０
万
円
と
な
る

見
込
み
で
あ
る
。

議
員
　
市
の
避
難
所
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
ど
の
よ
う

な
考
え
に
基
づ
い
て
い
る

か
。
内
閣
府
防
災
担
当
が

ま
と
め
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
活
用
し
て
地
域
防
災
計

画
や
災
害
対
応
体
制
の
構

築
、
避
難
所
運
営
・
管
理

体
制
の
充
実
強
化
に
取
り

組
ん
で
は
ど
う
か
。

総
務
部
長
　
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
市
の
職
員
が
迅
速
か
つ

的
確
で
円
滑
な
設
置
、
運

営
に
活
用
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。

議
員
　
地
域
住
民
の
方
に

行
政
が
ど
の
よ
う
な
動
き

を
す
る
か
知
っ
て
お
い
て

い
た
だ
く
こ
と
は
重
要
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
公
開
は
し

な
い
の
か
。

総
務
部
長
　
日
頃
よ
り
防

災
活
動
を
行
っ
て
い
る
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
自
主

防
災
組
織
か
ら
要
請
が
あ

れ
ば
丁
寧
に
説
明
し
た
い
。

子
ど
も
の
声
が
届
く

体
制
を

議
員
　
子
ど
も
達
を
守
る

子
ど
も
条
例
や
権
利
救
済

に
関
し
て
、
ど
の
よ
う
に

周
知
し
て
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、
全
小

中
学
校
を
対
象
に
し
た
子

ど
も
条
例
の
チ
ラ
シ
、
キ

ッ
ズ
ウ
ィ
ン
ド
ー
の
配
布
、

市
職
員
、
民
生
・
児
童
委

員
を
対
象
と
し
た
人
権
研

修
、
小
中
学
校
校
長
会
、

幼
稚
園
連
携
会
議
で
啓
発

依
頼
を
し
て
い
る
。

議
員
　
子
ど
も
達
が
相
談

し
や
す
く
で
き
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
子
育
て

支
援
課
、
学
校
、
ヤ
ン
グ

テ
レ
フ
ォ
ン
、
家
庭
児
童

相
談
室
な
ど
で
相
談
を
受

け
付
け
て
い
る
。
一
体
的

あ
る
い
は
連
携
を
深
め
な

が
ら
、
問
題
の
解
決
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
今
後

も
、
窓
口
の
周
知
を
図

り
、
連
携
強
化
、
相
談
員

の
資
質
向
上
な
ど
相
談
窓

口
の
充
実
に
取
り
組
む
。

保
育
の
充
実
と
待
機

児
童
の
解
消
を

議
員
　
市
の
待
機
児
童
の

状
況
は
。
市
長
は
待
機
児

童
解
消
に
、
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ま
れ
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
昨
年
４

月
１
日
現
在
で
１
８
１
人
。

年
度
途
中
に
入
所
が
可
能

と
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、

入
所
調
整
を
継
続
し
て
行

っ
て
い
る
。

市
長
　
誰
も
が
安
心
し
て

子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ

と
が
で
き
る
環
境
を
整
備

す
る
た
め
、
ま
た
子
ど
も

達
の
健
や
か
な
成
長
の
た

め
重
要
な
課
題
で
あ
る
と

捉
え
て
お
り
、
今
後
も
解

消
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

避
難
所
運
営
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
公
開
を

内
容
を
知
り
た
い
と
い
う
要
請
が
あ
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
説
明
す
る

水
道
料
金
の
見
直
し
を

経
営
環
境
の
変
化
を
見
極
め
る

議
員
　
来
庁
者
か
ら
の
要

望
や
意
見
は
あ
る
の
か
、

ま
た
、
そ
れ
は
、
ど
の
よ

う
に
反
映
さ
れ
活
用
さ
れ

て
い
る
の
か
。

企
画
政
策
部
長
　
新
庁
舎

に
対
す
る
意
見
や
要
望
は
、

お
お
む
ね
良
好
な
評
価
を

い
た
だ
い
て
い
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。
今
後
の
利

用
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

改
善
す
べ
き
点
が
あ
れ
ば

柔
軟
に
検
討
を
し
て
い
く
。

議
員
　
市
民
に
と
っ
て
集

い
や
す
い
、
集
え
る
庁
舎

と
は
。
市
の
見
解
を
伺
う
。

企
画
政
策
部
長
　
明
る
く

開
放
感
が
あ
る
庁
舎
で
あ
る

と
と
も
に
、
職
員
の
服
務
規

律
の
遵
守
や
接
遇
の
向
上
も

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

今
後
と
も
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
努
め
る
。

議
員
　
要
望
等
の
実
現
の

期
限
は
つ
け
ら
れ
て
い
る

の
か
。

企
画
政
策
部
長
　
要
望
の

集
約
や
実
施
の
時
期
は
、

改
善
す
べ
き
点
が
あ
れ
ば
、

手
法
や
、
あ
る
い
は
時
期

も
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

議
員
　
職
場
内
の
改
善
提

案
等
は
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
に
構
築
さ
れ
て
い
る

か
。

企
画
政
策
部
長
　
職
場
内

の
改
善
提
案
に
つ
い
て
も
、

行
政
評
価
等
の
取
り
組
み

を
通
し
て
、
そ
の
時
々
の

課
題
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

必
要
に
応
じ
て
検
討
し
て

い
く
。

宮﨑 吉弘
（公明党）

早
期
発
見
に
努
め
、
関
係
機
関
と
連
携
対
応

本
市
の
児
童
虐
待
に
対
す
る

　
　
　
　
　

   

現
状
と
今
後
の
課
題
は

クリック！

インターネットで本会議の映像を視聴できます。
本会議開催中には生中継で、過去の本会議は録画中継でご覧いただけます。
会議名、議員名、会派名や用語から目的の本会議映像を検索できます。
筑紫野市議会ホームページをぜひご活用ください。 筑紫野市議会
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長
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長
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長
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長
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康
福
祉
部
長

健
康
福
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長

健
康
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部
長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

環
境
経
済
部
長

健
康
福
祉
部
長

市
民
生
活
部
長

市
民
生
活
部
長

市
民
生
活
部
長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

企
画
政
策
部
長

企
画
政
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部
長

企
画
政
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長

企
画
政
策
部
長
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田中　允
（－）

３月定例会 審議結果（３月１日～３月22日）　 保
育
所
待
機
児
童
の

実
態
と
今
後
の
対
策

に
つ
い
て

議
員
　
本
市
で
は
、
平
成

27
年
度
以
降
、
待
機
児
童

が
発
生
し
て
お
り
、
毎
年

増
加
し
て
い
る
と
聞
き
及

ん
で
お
り
ま
す
。
今
年
の

２
月
に
も
、
新
聞
な
ど
で

本
市
の
待
機
児
童
問
題
が

大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
市
民
か
ら

も
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

と
の
お
尋
ね
や
、
心
配
の

声
を
多
く
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
31
年
度
の
待
機
児
童

は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
、

見
通
し
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
現
在
も

入
所
申
し
込
み
の
受
け
付

け
や
辞
退
な
ど
の
調
整
を

行
っ
て
お
り
、
入
所
者
数
、

特
定
の
保
育
所
の
利
用
希

望
、
そ
の
他
の
保
育
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
状
況
な
ど
を

調
査
し
た
後
、
公
表
す
る
。

議
員
　
光
が
丘
幼
児
園
に

お
い
て
受
け
入
れ
が
少
な

く
定
員
割
れ
と
な
っ
た
要

因
と
、
そ
の
こ
と
に
つ
い

て
の
市
の
対
応
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
要
因
は
、

保
育
士
の
確
保
が
で
き
な

か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。
光
が
丘
幼
児
園

に
限
ら
ず
、
ど
の
園
も
養

成
校
訪
問
や
実
習
生
の
積

極
的
な
受
け
入
れ
な
ど
、

保
育
士
確
保
の
努
力
を
重

ね
て
い
る
。
市
と
し
て
も
、

市
内
認
可
保
育
所
の
合
同

就
職
説
明
会
を
開
催
す
る

な
ど
、
支
援
す
る
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
。

外
国
人
労
働
者
の
受

け
入
れ
拡
大
が
決
ま

っ
た
が
市
の
対
応
は

議
員
　
人
手
不
足
解
消
に

伴
い
、
外
国
人
労
働
者
が

年
々
増
加
す
る
中
、
不
安

定
な
就
労
形
態
や
雇
用
保

険
未
加
入
な
ど
の
課
題
が

残
る
中
で
、
雇
用
の
拡
大

だ
け
が
進
ん
で
い
く
の
で

は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い

る
。
外
国
人
労
働
者
が
安

全
で
安
心
し
て
働
け
る
労

働
環
境
の
整
備
は
重
要
な

課
題
で
あ
る
と
思
う
が
、

現
在
、
筑
紫
野
市
に
在
住

す
る
外
国
籍
の
方
は
何
人

な
の
か
。

環
境
経
済
部
長
　
平
成
30

年
12
月
末
現
在
、
39
カ
国
、

５
７
５
名
の
方
が
住
ん
で

お
ら
れ
、
約
半
数
が
中
国

及
び
韓
国
の
方
と
な
っ
て

い
る
。

議
員
　
外
国
人
の
雇
用
拡

大
に
伴
い
、
労
働
環
境
の

整
備
に
関
し
ど
の
よ
う
に

対
応
さ
れ
る
の
か
。

環
境
経
済
部
長
　
事
業
主

が
遵
守
す
べ
き
法
令
や
努

め
る
べ
き
雇
用
管
理
の
内

容
を
盛
り
込
ん
だ
国
の
指

針
が
あ
り
、
関
係
機
関
に

よ
り
周
知
さ
れ
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

今
後
の
待
機
児
童
の
見
通
し
は

現
在
も
調
整
を
行
っ
て
お
り
、
入
所
者
数
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
状
況
な
ど
を
調
査
し
た
後
、
公
表
す
る

新しい議場・委員会室で傍聴しませんか？

●どなたでも傍聴できます。

●傍聴を希望される方は、傍聴の受付（住所・氏名記入）をして下さい。

●入退場は自由です。

●傍聴席には車いすスペースを設けています。

人
事
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市
議
会
関
係
日
程
の
お
知
ら
せ一般質問 一般質問 本会議

最終日

臨時会

代表質問

本会議
初日

常任委員会 

本会議

常任委員会 常任委員会 産廃
特別委員会

常任委員会 

予算審査
特別委員会

予算審査
特別委員会

予算審査
特別委員会

予算審査
特別委員会

予算審査
特別委員会

令和元年５月臨時会・６月定例会

QRコード

議案の内容は、
市のホームページを
ご覧下さい。

条　　例・・・・４件（原案可決）　

そ の 他・・・・2件

発　　議・・・・1件（原案可決）

請　　願・・・・1件（採択）
・建設従事者のアスベスト被害の早期救済・解決と被害者救済基金の設立を
　検討することを国に働きかける意見書提出を求める請願

①筑紫野市農業委員会委員の認定農業者過半数要件の例外適用について（同意）
②福岡県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の増減及び福岡県
　市町村職員退職手当組合規約の変更について（原案可決）

・建設従事者のアスベスト被害の早期救済・解決と被害者救済基金の設立を検討することを
　求める意見書について

陳　　情・・・・2件（委員会送付分のみ）
①筑紫野市新庁舎周辺整備の促進について（陳情）
②奥山等のスギ・ヒノキ放置人工林を、森林環境譲与税（仮称）で順次計画的に皆伐を進め、
　天然林に戻すことを求める陳情書

15件（同意）人事案件・・・・

12件（原案可決）予　　算・・・・

補正予算・・・・８件（原案可決）

日 月 火 水 木 金 土
5/26 27 28 29 30 31 6/1

2

9

3 4 5 6 7 8

10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 7/1 2 3 4 5 6

※変更する場合があります。

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

環
境
経
済
部
長

環
境
経
済
部
長

議
員

議
員

議
員

議
員
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田中　允
（－）

３月定例会 審議結果（３月１日～３月22日）　 保
育
所
待
機
児
童
の

実
態
と
今
後
の
対
策

に
つ
い
て

議
員
　
本
市
で
は
、
平
成

27
年
度
以
降
、
待
機
児
童

が
発
生
し
て
お
り
、
毎
年

増
加
し
て
い
る
と
聞
き
及

ん
で
お
り
ま
す
。
今
年
の

２
月
に
も
、
新
聞
な
ど
で

本
市
の
待
機
児
童
問
題
が

大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
市
民
か
ら

も
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

と
の
お
尋
ね
や
、
心
配
の

声
を
多
く
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
31
年
度
の
待
機
児
童

は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
、

見
通
し
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
現
在
も

入
所
申
し
込
み
の
受
け
付

け
や
辞
退
な
ど
の
調
整
を

行
っ
て
お
り
、
入
所
者
数
、

特
定
の
保
育
所
の
利
用
希

望
、
そ
の
他
の
保
育
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
状
況
な
ど
を

調
査
し
た
後
、
公
表
す
る
。

議
員
　
光
が
丘
幼
児
園
に

お
い
て
受
け
入
れ
が
少
な

く
定
員
割
れ
と
な
っ
た
要

因
と
、
そ
の
こ
と
に
つ
い

て
の
市
の
対
応
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
要
因
は
、

保
育
士
の
確
保
が
で
き
な

か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。
光
が
丘
幼
児
園

に
限
ら
ず
、
ど
の
園
も
養

成
校
訪
問
や
実
習
生
の
積

極
的
な
受
け
入
れ
な
ど
、

保
育
士
確
保
の
努
力
を
重

ね
て
い
る
。
市
と
し
て
も
、

市
内
認
可
保
育
所
の
合
同

就
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な
ど
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す
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取
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を
行
っ
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い
る
。

外
国
人
労
働
者
の
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入
れ
拡
大
が
決
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対
応
は

議
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人
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不
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解
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に

伴
い
、
外
国
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労
働
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々
増
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す
る
中
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加
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な
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る
中
で
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雇
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進
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で

は
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と
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惧
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い

る
。
外
国
人
労
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者
が
安

全
で
安
心
し
て
働
け
る
労

働
環
境
の
整
備
は
重
要
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題
で
あ
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と
思
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が
、
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在
、
筑
紫
野
市
に
在
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す
る
外
国
籍
の
方
は
何
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な
の
か
。
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の
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関
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ど
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か
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針
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係
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れ
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。
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整
を
行
っ
て
お
り
、
入
所
者
数
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る

新しい議場・委員会室で傍聴しませんか？

●どなたでも傍聴できます。

●傍聴を希望される方は、傍聴の受付（住所・氏名記入）をして下さい。

●入退場は自由です。

●傍聴席には車いすスペースを設けています。
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市
議
会
関
係
日
程
の
お
知
ら
せ一般質問 一般質問 本会議

最終日

臨時会

代表質問

本会議
初日

常任委員会 

本会議

常任委員会 常任委員会 産廃
特別委員会

常任委員会 

予算審査
特別委員会

予算審査
特別委員会

予算審査
特別委員会

予算審査
特別委員会

予算審査
特別委員会

令和元年５月臨時会・６月定例会

QRコード

議案の内容は、
市のホームページを
ご覧下さい。

条　　例・・・・４件（原案可決）　

そ の 他・・・・2件

発　　議・・・・1件（原案可決）

請　　願・・・・1件（採択）
・建設従事者のアスベスト被害の早期救済・解決と被害者救済基金の設立を
　検討することを国に働きかける意見書提出を求める請願

①筑紫野市農業委員会委員の認定農業者過半数要件の例外適用について（同意）
②福岡県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の増減及び福岡県
　市町村職員退職手当組合規約の変更について（原案可決）

・建設従事者のアスベスト被害の早期救済・解決と被害者救済基金の設立を検討することを
　求める意見書について

陳　　情・・・・2件（委員会送付分のみ）
①筑紫野市新庁舎周辺整備の促進について（陳情）
②奥山等のスギ・ヒノキ放置人工林を、森林環境譲与税（仮称）で順次計画的に皆伐を進め、
　天然林に戻すことを求める陳情書

15件（同意）人事案件・・・・

12件（原案可決）予　　算・・・・

補正予算・・・・８件（原案可決）

日 月 火 水 木 金 土
5/26 27 28 29 30 31 6/1

2

9

3 4 5 6 7 8

10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 7/1 2 3 4 5 6

※変更する場合があります。
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議会だより筑紫野 筑紫野13 12令和元年5月15日 184号　議会だより



筑紫野 　中学・高校の教員養成課程で数学を専
攻しています。

議　会　だ　よ　り

筑紫野
議会を知る・議会を楽しむ・議会を見にいく

3月

9月
6月12月

5/今回の定例会

2019
No.184

15

10万市民に議会を

福岡県筑紫野市議会

議
会
だ
よ
り
　
筑
紫
野

N
o.184

2
0
1
9
年
5
月
1
5
日

■次回　臨時号は令和元年６月１５日発行予定です。

・・・・ ２
・・・・・・・・・ ４

●一般質問
●審議結果

・・・・・・・・・・ ８
・・・・・・・・・・13

ラウンジからの風景（宝満山） 傍聴席入口からの風景（天拝山）

印刷／久野印刷株式会社

広報委員会
鹿島　康生委 員 長

副委員長 波多江祐介
委　　員

辻本美惠子・井上　剛士
古賀　新悟・山本加奈子

福岡教育大学
藏森　三奈さん

議 会 を 見 に い く

議会フロアからの風景

Vol.11 傍聴者の声

◇大学では何を学んでいますか？

　これからも筑紫野市のために議会活動
を通してがんばってください！

◇議会に期待することは？

　一般質問を傍聴しましたが、テレビで
見る国会中継のような雰囲気を実際に経
験できてよかったです。議員の方が市民
にもわかりやすく質問していたのが印象
的でした。

◇議会を傍聴した感想は？

議会の雰囲気を肌で感じました！

●
発
行
/福
岡
県
筑
紫
野
市
議
会

●
編
集
/広
報
委
員
会
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１
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１
号

☎
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2
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2
3
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1
1
1
　
 E-M

ail  gikai@
city.chikushino.fukuoka.jp

　広報委員会は、市民の方にとっ
て、知りたい、読みやすい「議会だ

より」であるようにと考えてきました。
会議内容を伝えるだけでなく、小・中学生の議会見学
会や、親子で参加の議会報告会などは、次の世代に期
待の出来る楽しい企画として、お知らせすることが出
来ました。
　また、議会の活動をfacebookから紹介したりしま
したが、今後も、議会の新しい取組みを伝えることが
出来たらいいなと思っています。（辻本委員）

編集後記

新議場での議会始まる！
目次
●【特集】議会フロア紹介
●委員会報告


